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研究成果の概要（和文）：本研究は、第三者が関わる生殖技術（Donor Conception: DC, 提供配偶子による妊
娠）のうち、卵子提供に焦点を当て、当事者の経験から現状と課題を明らかにしようとするものである。卵子の
提供を受けた・受けようとしている58人、卵子を提供した2人にインタビューを実施し、「おしゃべり会」とい
う名称で当事者の対面的な集いを28回開催した。その調査研究から、実施から子どもの養育に至るプロセス性の
ある意識、経験が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on egg donation among third party reproductive 
technologies (Donor Conception: DC), and seeks to clarify the current situation and issues from the 
experience of the parties involved. Interviews were conducted with 58 people who received and would 
like to receive eggs, and two women who provided their eggs. Face-to-face gatherings of the 
participants were held 28 times under the name “Oshaberi-kai.” This research has revealed the 
process of developing attitudes and experiences from donation to child-rearing.

研究分野：社会学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義としては、法制度や文化的状況が異なる欧米のDC（配偶子提供）による親子形成に関する調査結果、
日本および欧米のDC以外の非血縁的親子形成（養子縁組、里親等）に関する調査結果と比較できるようなデータ
が蓄積された。科学技術社会論（STS）で社会のあり方の科学への影響が議論されるように、日本における卵子
提供もまた、なぜ卵子提供を選択するか、どんな提供者（ないし配偶子）を選択するか、卵子提供を受けたこと
を子どもに伝えるかなど、意思決定、態度や意識における近代家族規範が明らかになった。社会的意義として
は、日本に数少ない当事者が集える場所を運営し、当事者のニーズや課題を明らかにすることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初の背景としては、日本には第三者が関わる生殖技術の使用に関する法令がなく、
研究期間を通して、それに変化はなかった。いくつかの産婦人科医療の学会や学術界、法曹界
がガイドラインを作成したり、提言をしているものの、生殖技術の使用の可否や条件、方法に
対する態度は一貫しておらず、提供者の匿名性や商業性についての判断、子どもの出自を知る
権利や情報開示のあり方について、コンセンサスがないままに進められてきた（あるいは進ま
なかった）。 
 そのような中で、卵子提供で親になった人の経験についても、いくつかのパイロット的なイ
ンタビュー論文があるのみで、「卵子提供で親になること」が、当事者にとってどのような経験
なのかについては、十分に明らかにされていなかった。 
 
２．研究の目的 
卵子の提供を受けた親子形成を中心に、その他の非血縁的親子形成（養子縁組、里親子等）
を含む当事者調査研究を実施する。具体的には、①当事者インタビュー、②海外動向レビュー、
③文化規範・意識調査研究、④当事者グループ構築と情報媒体作成、の 4つの項目を設けてい
て、研究期間の最終目標は、当事者グループの構築と情報提供媒体の作成である。 

 
３．研究の方法 
（１）インタビュー調査（個人） 
卵子提供に関わるインタビューは 60 人の協力を得た。ここには、2011 年から継続しているイ
ンタビューも含まれている。60 人のうち、卵子提供者は 2人だけで、58 人は被提供者、つまり
卵子の提供を受ける側である。提供を受けることを現実的に検討しているが未実施の人もいて、
未実施の人はその後のインタビュー時に実施していた人、やめた人、実施して妊娠した人、出
産した人がいる。インタビュー初回当初にすでに親になっている人もいた。男性から研究協力
の連絡があることはほとんどなく、この 60 人は全員女性である（後日、あるいは初回にパート
ナーである男性が同席してインタビューしたケースも数組ある）。また、協力者の協力が得られ
れば、インタビューを継続している。 
（２）インタビュー調査（集団） 
 研究１年目の 2014 年から「おしゃべり会」を開始した。個人へのインタビューを 2011 年か
らしていたのだが、多くの人が同じ立場の人と話したいというニーズを語っていた。海外では
当事者の自助活動があり、互いの経験や感情を語り合ったり、勉強会、研究調査や提言活動を
おこなったりしている。グループ・インタビューする目的だけでなく、アクション・リサーチ
の観点から、当事者が対面的に話す場を継続的に運営することにした。安心・安全に参加でき
るよう、参加はニックネームで、必要以上の個人情報を開示しなくてもよいようにしている。 
 ４年間の研究期間で、卵子提供で親になった人の会合は 22回開催し、研究期間終了後も継続
している。また、親になっていないが卵子提供を検討している人、実施中の人からも、迷いや
悩みを話したり他の人の経験を聞く場所がほしいというニーズがあり、6回開催した。 
おしゃべり会では、養子縁組で親になった養親で、子どもにテリング（告知）をした方、DI（精
子提供）で親になり子どもにテリングをした方、DI で生まれた子どもの立場の方（DI 子）をゲ
ストに招く会も開催した。 
（３）アンケート調査 
インタビュー協力者に子どもの出生後の状況について質問紙を配布し、34 票の協力を得た。 
（４）他の非血縁的親子との比較調査 
 親の一人と子どもに遺伝的つながりがないことをどのように捉えるか、子どもへのテリング
への態度や実際について、また、遺伝的つながりがある子ども・生んだ子どもを育てない・育
てられないことについて、その他の非血縁的親子（養子縁組の当事者、里親子、委託した生み
の親、ステップファミリーなど）にインタビューを実施した。 
 また、海外で実施する卵子提供には、着床前スクリーニングが選択肢として提示されるなど、
卵子提供は遺伝的形質や性別の選択とも関わっていることが少なくない。養子縁組においても、
21 トリソミーなど染色体異常を事由にした養子縁組相談があり、親になることと子どもの障害
について特に焦点を当てたインタビュー調査も実施した。 
（５）海外動向 
 第三者が関わる生殖技術による親子に関する海外動向や調査研究のレビューをおこなうほか、
台湾で日本人を対象に卵子提供を実施するクリニックへの訪問、台湾人提供者や、台湾で法制
度構築に関わった識者にヒアリングを実施した。他の研究でイギリス、アメリカ調査を実施し
たさいには、本研究と比較できるよう訪問先に留意した。すなわち、イギリスでは提供精子、
提供卵子による親子の当事者ネットワークを訪問、アメリカでは当事者の交流会を開催するク
リニックを訪問した。また、イギリス、アメリカでは、非血縁的親子支援の現状を調査するた
めに、養子縁組支援機関等も訪問している。 
 
４．研究成果 

（１）プロセスとしての卵子提供 



 個人インタビューで親になることに関するライフヒストリーをヒアリングし、さらに継続的
にインタビューを実施して、卵子提供の「プロセス性」を捉えてきた。すなわち、下図に示し
たように、卵子の提供を受けて親になることには、1.卵子提供実施の選択、2.国・エージェン
ト・提供者・PGS の選択、3.妊娠、4.出生前検査の選択、5.出産、6.育児というプロセスがあ
る。卵子提供実施を選択し、出産するまでは、論文㉒で考察したように、倫理的な葛藤や妊娠
への焦りを感じたり、告知、経済など様々な要素によって、実施国やエージェント、提供者、
出生前検査をするか否かを決定していた。子が出生してからは、論文⑥や㉑㉔で考察したよう
に、告知へのプレッシャーや、周囲への開示、自身と子どもの容貌が類似していないといった
経験を経ながら、遺伝的つながりについて認識や態度、評価が変化していくことがわかった。 

（２）アクション・リサーチ 
 「おしゃべり会」を継続する中で、計画にはなかった取り組みも出てきた。まず、当事者同
士読めるように、また子どもに残せるように、当事者自らが文章を書いて文集を作成し、執筆
者に配布した（一部改変して、報告書に収録している（図書②）。またテリング（告知）の参考
になるように、テリングに関連する国内外の絵本や映画を集めたリストを作成し、小冊子にし
て配布した（同様に図書②に収録）。おしゃべり会の参加者の一人が、自身の子にテリングする
ために書いていた文章が、出版社との企画で画家による絵をつけて刊行された（テリングの解
説書を執筆した、図書③）。 
（３）子どもがルーツを知る権利と法制度 
 近年、日本では、DC（Donor Conception, 配偶子提供による妊娠）で生まれた子どもの出自
を知る権利に関心が集まっている（台湾のようにそれを念頭に置かない法制度の国・地域もあ
る）。こうした関心は、養子縁組や里親など社会的養護において、子どもの福祉の観点から、子
どもに出生の経緯を伝えることが推奨されていることと連動している。 
 しかし日本では卵子提供が法制化されていないため、提供者に関する情報は集積されておら
ず、養子縁組等では出自が知れることと大きな隔たりがある。現実に日本の人びとが受ける卵
子提供は海外での施術がほとんどで、提供者の情報がほとんどなく、民間のマッチングサイト
などで自由意思による捜索もできない。養子縁組などほかの非血縁的親子に比べると当事者活
動も活発ではない。一方、欧米やオセアニアでは、養子縁組等でルーツをたどる権利が法制化
されているだけでなく、DC（配偶子提供による妊娠）でも同様の権利が法制化しており、様々
な当事者活動もある。DC を取り巻く現代日本のような閉塞的な状況で、告知だけが親に課され
ても厳しい状況が浮かび上がった（論文⑤）。 
（４）今後の課題と推進方策 
 今後の課題もまた、より明確になった。 
 当事者については、研究期間の後半で、「おしゃべり会」への父親の参加が自然にみられるよ
うになった。父親が育児期に卵子提供による親子関係にどのように関わっていくか、今後の調
査と研究が必要だろう。父親も参加するようになると、子どもも参加するケースが増えてくる。
海外の当事者活動のように、子どものためのワークショップもあるとよい。そのためには、支
援者の醸成も必要だろう。今後、当事者ニーズに沿った主体的な活動と、情報提供はどのよう
に可能だろうか。本研究の海外動向レビューでアクセスした情報を当事者に提供したり、海外
の当事者活動や会議に日本の当事者と参加するなど、アクション・リサーチを進めていきたい。 
 また、当事者の中で、本研究で十分に検討
することができなかったのが提供者（ドナ
ー）だ。本研究では、非養育の遺伝的親とし
て（下表参照）、養子縁組における生みの親
へのインタビュー調査は実施できたが、日本
の女性が海外に渡航して（あるいは国内で親
族等に）提供するケースも相当数ある中、卵
子提供者の経験や課題を知ることが喫緊の
課題である。 

 卵子提供 養子縁組・里親 

遺伝的親 提供者（ドナー） 生みの親 

社会的親 卵子提供で親に

なった人 

養親・里親 

子ども DC児・DC子 養子・里子 
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